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各　位

旭化成株式会社
新中期経営計画　『Growth Action – 2010』　について

当社グループでは、2010年度を最終目標とする新中期経営計画 『Growth Action – 2010』を策定し、2006年度より実行に移すこととなりました。『Growth Action – 2010』では、本年3月に終了する中期経営計画「ISHIN-05」によって強化された収益力と財務体質を基盤に、戦略的な投資を実行することで、拡大・成長に向けて事業ポートフォリオを転換し、企業価値の増大とブランド力の向上を目指します。

「グローバル型事業の拡大」と「国内型事業の高度化」を戦略の柱として、2010年までの5年間で、Ｍ＆Ａを含めた4,000億円規模の戦略投資を実施し、総額8,000億円の投資の実行を目指します。

　2010年度計数目標は、連結売上高：18,000億円、 連結営業利益：1,500億円、ＲＯＥ：10％以上とします。
　　　　　　

Ⅰ．「ISHIN-05」の総括
当社グループは、2003年度から3ヶ年の中期経営計画「ISHIN-05」の中で、「選び抜かれた多角化の実現」、「キャッシュフローを稼ぐ体質への転換」、「スピード経営と自主自立経営への移行」を目指しました。

これに基づき、当社グループのもつ強い事業の一層の強化・拡大と一部事業の整理を行い、また、2003年10月には分社・持株会社制へ移行し、新たなガバナンス体制を確立しました。この結果、財務体質の強化が進み、2005年度は、売上高、当期利益ともに2期連続して過去最高を記録し、「ISHIN-05」の目標を達成する見込みとなりました。

一方で、国内経済が成熟するなか、今後当社グループが一層の成長を図るためには、特にグローバルな事業拡大が必要であると認識しています。

Ⅱ．新中期経営計画『Growth Action – 2010』について
１．コンセプト
当社グループは、多様な市場と多彩な技術に基づく多面的な事業モデルを展開しています。この強みをさらに活かし、「グローバル型事業の拡大」と「国内型事業の高度化」を戦略の柱として、戦略投資を果敢に実行し、拡大・成長に向けて事業ポートフォリオの転換を図ります。

このために、安定成長・基盤事業※1の強化を図りながら、その事業の生み出した資源を高成長追求事業※2に投入することで、当社グループならではの事業展開を積極的に推進していきます。

※1安定成長・基盤事業　・・・　国内型事業（住宅事業、建材事業、医薬事業）
、ケミカル事業のポリマー分野（加工を含む）、モノマー分野（アクリロニトリル、ＭＭＡ、スチレンモノマーなど）



※2高成長追求事業　・・・　ケミカル事業の高機能分野、エレクトロケミカル事業、医療事業、電子部品事業
2．計数目標
『Growth Action – 2010』の計数目標は以下のとおりです。その確実な実行により、継続的な増配を目指します。
	
	2005年度見通し
	2008年度目標
	2010年度目標

	連結売上高
	15,000億円
	16,500億円
	18,000億円

	連結営業利益
	1,050億円
	1,250億円
	1,500億円

	税後利益
	590億円
	650億円
	800億円

	ＲＯＥ
（株主資本収益率）
	11％
	10％以上
	10％以上


3．柱となる戦略

（1） グローバル型事業の拡大

成熟した国内経済に制約されない、グローバル型事業を重点的に強化・拡大します。強い事業をさらに強化し、展開地域を拡大するとともに、グローバル展開可能な新規事業の創出を加速します。2010年には、グローバル型事業の売上高比率を現状の55％から60％に、売上高に占める海外売上高比率を現状の23％から全体の1／3に高めます。

（2）国内型事業の高度化

国内型事業においては、これまで蓄積した事業の強みを活かし、高付加価値化を進めるとともに、周辺領域でのサービス展開を進め、新たな市場を創造することで、一層の事業の高度化を図ります。

（3）戦略投資の実施

現在、当社グループでは、年間700～800億円の投資を実施していますが、これに加えて2010年までの5年間に、Ｍ＆Ａを含む4,000億円の戦略投資を実施し、総額8,000億円の投資の実行を目指します。この戦略投資は、ケミカル系事業のモノマー分野と高機能分野、エレクトロケミカル事業、医療事業の4分野を対象とし、事業拡大と新事業創出を積極的に推進するものです。

4．事業領域別戦略

（1）グローバル型事業

1 ケミカル汎用系分野

優位性、独自性のあるアクリロニトリル、MMAなどの事業をグローバルに展開し、α（アルファ）プロセス、ω（オメガ）プロセスなどの新たな技術による有利な原料調達体制を構築します。

2 ケミカル高機能系分野

ポリウレタン弾性繊維事業、エラストマー事業、大量水処理用の膜・システム事業、電池材料事業などは、優位な技術力により有望市場への拡大と新事業の開発を目指します。

3 エレクトロニクス系分野

電子部品事業は、デザイン機能強化によるミックスドシグナルカスタムLSIとセンサー・LSI複合製品の拡大を図ります。DFR、ペリクルなどの電子材料事業は、高付加価値化と新規用途の展開を図ります。

4 医療系分野

血液浄化システム事業で世界トップを目指し、透析事業（人工腎臓）をグローバルに展開します。また、白血球除去療法や血漿交換療法などの機能商品の開発を加速します。

5 新規事業分野

ポリケトン繊維、燃料電池などのケミカル高機能系分野と、実装材料・表示材料、キャパシタなどのエレクトロニクス分野において、重点的に研究開発を進め、新事業を創出します。

（2）国内型事業

1 住宅事業分野

建替え需要の一層の掘り起こしと「ロングライフ住宅戦略」のさらなる追求を行います。また、リフォーム事業、不動産事業、金融事業などの周辺サービス事業を拡充します。

2 建材事業分野

断熱材事業の拡大を図るとともに、住宅事業とのシナジーを追求します。また、顧客価値重視の営業戦略への転換を実施します。

3 医薬事業分野

整形、神経、泌尿器領域に資源を集中させ、共同開発、共同販売、薬剤の導入など他社との積極的な連携を含め、事業の強化を図ります。

5．実行体制と運営

分社・持株会社制などの基本的なガバナンス体制の枠組みは継続し、その中で『Growth Action – 2010』の実現に向けた運営を行います。また、今後の事業ポートフォリオの変化や新事業開発の進捗状況に合わせ、事業会社の編制についても検討を加えます。

以　上

予想・見通しに関する注意事項
当資料に記載されている予想・見通しは、種々の前提に基づくものであり、将来の計画数値、施策の実現を確約したり、保証したりするものではありません。
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